
令和２年度 事業報告書 

 

１ 研修会、講習会事業 

予定していた研修会等は、新型コロナウイルス感染症の影響により開催を中止した。た

だし、これにより（1）から（3）、（6）の講習受講が資格保有者の登録等に支障をきた

すため、該当者に対して代替の措置をとった。 

 

（1）文化財の虫菌害防除に関する講習会と作業主任者能力認定試験 

（令和元年度分）中止 

代替措置：「文化財虫菌害防除作業主任者」資格更新のための郵送方式試験 

（対象は、文化財虫菌害防除作業主任者資格更新者のみ） 

実施日 令和 2 年 6 月 15 日 

受験者 37 名 

（2）文化財の虫菌害・保存対策研修会 中止 

代替措置：「文化財 IPM コーディネータ」資格登録・更新のための郵送方式試験 

（対象は、文化財 IPM コーディネータ資格登録、更新者のみ） 

実施日 令和 2 年 10 月 5 日 

受験者 102 名 

（3）文化財防虫防菌処理実務講習会 中止 

代替措置：「文化財虫菌害防除作業主任者」資格更新のための郵送方式試験 

（対象は、対象者 文化財虫菌害防除作業主任者資格更新者のみ） 

実施日 令和 2 年 10 月 5 日 

受験者 91 名 

（4）文化財 IPM 実践のための研修会 中止 

（5）文化財 IPM コーディネータ資格取得講習会と試験 中止 

（6）文化財の虫菌害防除作業に関する講習会と作業主任者能力認定試験 延期 

（令和 3 年 6 月以降に実施する予定） 

「文化財虫菌害防除作業主任者」資格登録更新のための郵送方式試験 

（対象は、対象者 文化財虫菌害防除作業主任者資格更新者のみ） 

実施日 令和 3 年 3 月 5 日 

受験者 65 名 

 

 

２ 図書・資料刊行 

機関誌のほか、次の資料を発行した。 

なお、②は、上記１、（2）の代替措置で実施した郵送方式試験用テキストである。 

①機関誌「文化財の虫菌害」 No.79（6 月）、No.80（12 月） 

②「文化財 IPM コーディネータ資格登録・更新のための郵送方式試験用テキスト」 

③「見てわかる文化財 IPM」増刷 

④「おもな害虫・カビカレンダー」増刷 

⑤「文化財虫菌害防除作業主任者に必要な知識」増刷 

 

〈その他現在頒布、配布の図書、資料〉 

「文化財 IPM の手引き」 

「書籍・文書等のカビ被害対処」 

「展示・収蔵施設で見かける虫」 

「文化財収蔵展示施設のカビ被害対策」 

「文化財の害虫 2009 年版」 



「文化財の虫菌害防除と安全の知識 2019 年」 

「文化財の殺虫・殺菌処理標準仕様書 2019 年版」 

「写真でわかるシロアリの被害・生態・調査」 

「『文化財の虫菌害』所載論文集」 

 

「見てわかる文化財 IPM」 

「おもな害虫カビカレンダー」 

「文化財の虫菌害 防除の手引き」 

 

 

３ 調査、研究協力等 

（1）燻蒸処理効果判定業務  対象館数 904 館 

昨年より対象館数が微増したが、供試虫・菌、判定書数はやや減少した。小規模な

燻蒸処理の増加が推定される。 

 

供試虫 3,771 本 

供試菌 2,786 枚 

殺虫処理効果判定書 1,063 通 

殺菌処理効果判定書 791 通 

 

（2）生物被害・環境調査  8 件 

①新潟市美術館    文化財虫菌害・展示保存環境調査 

②新潟市新津美術館  文化財虫菌害・展示保存環境調査 

③平塚市美術館    生物被害調査 

④すみだ北斎美術館  文化財展示・保存環境調査 IPM 計画コンサルティング 

⑤東京都庭園美術館  虫菌害調査 

⑥東京都庭園美術館  虫菌害調査エリア拡大に伴う予備調査 

⑦武蔵野大学美術館民俗資料室    虫害目視調査 

⑧さいたま市立大宮図書館文学収蔵庫 虫害目視調査 

 

（3）調査セットによる虫・カビ環境調査 

昆虫調査セット  9 セット 

カビ調査セット  15 セット 

 

（4）昆虫同定調査  3 件 

 

（5) 燻蒸受託    2 件 

 

 

４ 文化財虫菌害防除薬剤等認定 

  次の薬剤を新規認定、登録をした。 

   申請者 住化エンバイロメンタルサイエンス株式会社 

   薬剤商品名 ガントナー20EC 

   性能種別 木材用防虫防腐剤 

  



 

現在の登録数と内訳は、以下のとおりである。 

文化財虫菌害防除薬剤等登録数 29 種 

 

内訳 樹脂蒸散防殺虫剤      2 種 

殺虫燻蒸剤         1 種 

殺虫殺菌燻蒸剤       2 種 

殺虫剤           1 種 

木材用防虫防腐剤      6 種  

木材・土壌用防腐防蟻剤   1 種 

土壌処理剤         13 種 

シロアリ防除剤       1 種 

ファスナー付き気密性バッグ 1 種 

文化財保護用ドア隙間対策用ブラシ 1 種 

 

 

５ 役員会・評議員会・委員会関係 

いずれも、基本的、定期的な会議である。 

理事会、評議員会は、新型コロナウイルス感染症の状況から、法令、定款に基づいて「書

面による決議の省略」の方式をとった。 

 

（1）理事会 

第 1 回 書面による決議 

議案  1)令和 2 年度第 1 回評議員会開催について 

2)令和元年度事業報告および決算報告について 

3)職務執行状況報告 

第 2 回 書面による決議 

議案 理事長、常務理事の選任について 

第 3 回 書面による決議 

議案 1）令和 2 年度第 2 回評議員会開催について 

2）令和 3 年度事業計画（案）および収支予算（案）について 

3）各委員会委員の選任について 

4）職務執行状況報告 

（2）評議員会 

第 1 回 書面による決議 

議案 1）令和元年度事業報告および収支決算報告について  

2）理事の選任について 

第 2 回 書面による決議 

議案 1）令和 2 年度事業計画（案）および収支予算（案）について 

2）各委員会委員の選任について 

（3）文化財虫菌害防除薬剤等認定委員会 

第 1 回 令和 2 年 8 月 20 日（木）13 時 30 分から 15 時 30 分まで 

場所 飯田橋レインボービル 2 階小会議室 

議案  文化財虫菌害防除薬剤の認定について（ガントナー20EC） 

 

  



６ 会員、資格登録者数 
大きな変化はないが、(2)、(3)については漸増が続いている。 

 

（1）会員 

普通維持会員（甲）：博物館、美術館、寺社、大学図書館等   49 （49） 

普通維持会員（乙）：個人                   78 （82） 

特別維持会員（甲）：防除会社等                103（102） 

特別維持会員（乙）：薬剤メーカー等               10 （10） 

賛助会員          ：薬剤メーカー等                1  （1） 

機関誌購読会員    ：輸送会社、大学図書館             2  （2）    

合 計                            243（246） 

（2）文化財虫菌害防除作業主任者資格保有者数 803 名 

（3）文化財 IPM コーディネータ資格保有者数  593 名 

 

 

７ 支援金給付関係 

新型コロナウイルス感染症対応の公的支援給付金申請を行い、次のとおり合計

3,953,612 円給付された。 

（1）家賃支援給付金（経済産業省） 1,838,694 円（令和 2 年 10 月 22 日給付） 

（2）持続化給付金（経済産業省）  2,000,000 円（令和 2 年 10 月 29 日給付） 

（3）東京都家賃支援給付金（東京都産業労働局）  

114,918 円（令和 2 年 11 月 26 日給付） 
 
 

８ 他団体主催の研修会等関係 

研修等へ講師として参加、他団体の機関紙へ広告掲載を行った。 

 

①北信越博物館協議会 第 62 回北信越博物館協議会研究協議会講師参加（三浦定俊） 

（日程：2020 年 10 月 8 日、会場：オークスカナルパークホテル富山） 

②福井県博物館協議会 IPM 研修会 講師参加（岩田泰幸） 

（日程：2021 年 3 月 17 日開催予定、会場：福井県立歴史博物館） 

③「文化財保存修復学会誌」2020、第 63 号 研究公表等（岩田泰幸） 

「文化財害虫（ニセセマルヒョウホンムシ成虫およびヒメカツオブシムシ幼虫）の高

温処理における致死条件について」 

④公益財団法人日本博物館協会 機関誌への広告掲載（年 12 回） 

⑤全国美術館会議 機関誌への広告掲載（年 2 回） 

⑥一般社団法人文化財保存修復学会誌への広告掲載 2021、第 64 号（年 1 回） 

 


